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自民が 28日に改憲案、民主も月内に 
 
― 
  36 

 
自民党は 10月 28日、「新憲法草案」を決定します。民主党も 11月１日までの特
別国会の会期中に「憲法提言」をとりまとめるための作業をすすめています。憲法

改悪をめぐる動きは、さらに新しい段階に入ります。憲法会議は 10月 26日開いた
担当常任幹事会で、学習と共同を広げる運動に全力をあげることを確認しました。 
                

11・３シンポ成功で第一歩を 

 中央憲法会議は 11 月３日、東京憲
法会議と共催で別項のようなシンポジ

ウムを開きます。また、全国各地でも

憲法公布記念行事を予定しています。    
 東京で開かれるシンポジウムでは、

①憲法改悪をめぐる情勢とねらい(上
田耕一郎氏)、②自民党「新憲法草案」
の問題点(小澤隆一氏)、③日本国憲法
の価値とこれを守る意義(中村方子氏)、
の３つの報告をもとに討論することに

なっています。コーディネーターは高

田公子・憲法会議代表委員。 
憲法会議では、自民党の改憲案発表

の直後に開かれるこのシンポジウムを

成功させるため、団体への要請行動な

どを強めていますが、チラシを見たと

いう人から「何時までにいったら入れ 

  

   ◇当面の予定◇ 
 
＜11・3シンポジウム  憲法９

条の輝きを 21 世紀の日本

と世界に―自民党改憲案を

斬る＞ 

◇と き 11月３日 午後１時 
◇ところ 全労連会館２Ｆ 
◇報告者 上田耕一郎（共産党副

委員長）／小澤隆一（静大）

／中村方子（中大名誉教授） 
 
＜憲法会議・拡大常任幹事会＞ 
◇と き 11月 20日 10時～16時 
◇ところ 東京・新宿農協会館 

ますか」という電話が入るなど、シン

ポジウムへの期待も高まっています。 

 各種の学習資材も準備 
 憲法会議では、自民党「新憲法草案」

学習と共同を広げる大運動を 



発表を受けて、ただちにこれを批判す

る学習運動ができるように、学習資材

の準備をすすめています。とりあえず

11月中旬には、ブックレット「自民党
『新憲法草案』をはねかえそう――憲

法が花開く 21世紀をめざして」(仮題、
予価 300 円)と、４つ折のリーフレッ
ト(予価 20円)を発行する予定です。 

民主党が２つの改憲手続き法案  

 民主党は憲法「改正」の２つの手続

き法案の大綱をまとめ、27日の党憲法
調査会で決定することにしています。 
 ▼憲法改正の発議に係る議事手続

法案大綱(国会法「改正」) 
 ＊発案…衆参の議員による場合と、

国民の請願を委員会で採択した場合。

(請願の場合は紹介議員が案作成) 
 ＊審査手続…各院に憲法調査委員会

を設置し、原案の審査・起草にあたる。 
 ＊改正案の発議…改正案は内容的な

まとまりごとに一つの議案とする(原 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

則として個別投票方式)。 
 ▼憲法改正及び国政問題に係る国

民投票法案・大綱 
 ＊国民投票…憲法の改正と、国政に

おける重要な問題は国民投票にかける。

投票権は 18歳以上の日本国民。 
＊憲法改正国民投票…投票日は国会

発議の後 60 日以後 180 日以内。と投
票用紙は改正に賛成の場合○印を付す。

投票総数の過半数の賛成で国民の承認。 
＊国政問題国民投票…国民投票にか

ける案件は国会の議決による。投票の

結果は国及びその機関を拘束しない。 
＊国民投票運動…国民投票運動につ

いては、①「規制ゼロ」から考える、

②特に「プレスの自由」を保障する、

③刑法、国家公務員法等で刑事制裁が

定められている行為については、本法

で刑罰の加重、拡大しない、を原則。 
＊罰則…前記の国民投票運動規制に

違反するもののほか、投票干渉、投票

内容認知罪等をもうける。 

        どうして私は女の子なの 
                 動物生態学研究者 中村 方子 
 「お兄ちゃんは男の子なのに私はどうして女の子なの」。小さな女の子は母

親に尋ねた。 「お兄ちゃんがあんまり可愛い男の子なので、次には女の子

のお母さんにになりたいって神様にお願いしたら、あなたが生まれたのよ」 

女の子は納得しなかった。… 
少女時代のある日、激しい戦火にさらされて九死に一生を得た女の子は、

もし真実を知らぬままに死んでしまったら哀れだったと思うが、幸いにも、

最初に疑問を持ったときから長い時間生きて疑問は解けた。 
性の決定について科学的に無知だった時代に、日本の憲法は男性優位の社

会制度を認めるという性差別をしてきたのだが、ヒトが性の差による優劣な

どないことが分かった後も、日本の社会は多くの点でいまだに男性の優位さ

を固持しようとしている。(「日経」10月 20日、夕刊) 

 


